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〒031-0081 青森県八戸市柏崎一丁目6 -6
八戸プラザホテル内

TEL.0178（44）3121  FAX.0178（44）3128
　http://www.8kitarc.com/

例会日：毎週火曜日 12：30開会

HACHINOHE-NORTH ROTARY CLUB BULLETIN   ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2830

八戸北ロータリークラブ
国際ロータリー第2830地区

会 報

ガバナー●佐々木千佳子　会長●小金平育男　幹事●久保隆明　SAA●大崎光明

RI会長
2017－2018年度

イアン H.S. ライズリー

ROTARY: MAKING A DIFFERENCE
RIテーマ

司会：吉田悦子副ＳＡＡ

・ＲＩテーマ

点鐘

・ロータリーソング

・クラブソング

・４つのテスト

　　グレニス・キャサリン・モルトンさん

　　八戸ＲＣ　　築舘　智大君

　　　　　川﨑　益美会員

小金平育男会長

　段々と暖かくなってきましたけど、今日は全国的

に気温が低く、出がけに温度計を見たら４℃でした。

体調を崩さないように気をつけてください。

　テレビでは国会も騒いでいるようですが、別の角

度からお話したいなと思い見ていましたら、ＡＩの話

がでていました。会津大学で４月１日から世界でも

トップレベルの技術開発を目標にＡＩセンターを開

設するということでした。かなり広い分野でＡＩが活

用されるんだなとつくづく思いました。関連して渋

谷の居酒屋では人手を省くためにＡＩスピーカーを

使って、注文や雑談をするような機能を実験中だと

いうことです。ＡＩに人が使われることのないように、

いつまでも人間がＡＩを使っていくようにあってほ

しいと願ってニュースを見ておりました。

　もう一つ面白いなと思ったのが、空飛ぶ自動車。

２０２０年ごろのようです。生きているうちに乗る機会が

あるかもしれないと楽しみにしています。昔は夢物語

だったものが実現してきてすごいなと、時代の変化を

楽しんで世の中を見ていきたいなと思いました。

平野　薫会員

◎平成３０年度青森大学じょっぱり経済学の紹介がき

ております。当クラブからは７月１１日に久保会員

が講師をされます。

大沼　衛会員

　八戸北ＲＣ
川﨑益美会員：結婚祝ありがとうございます。

源新育子会員：築舘様、今日は勉強させて頂きます。

神山智子会員：早退失礼致します。

小田　正会員：早退失礼します。（八工大卒業式）

　米山記念奨学会
小金平育男会長：築舘様、よろしくお願いします。

平野　薫会員：

澤口忠彦会員：

源新育子会員：

奥寺良之会員：

　ポリオ・プラス
音喜多泉会員：春ですね！

　　本日の出席率 ７１． ０５％　　

　　前々回の修正出席率 ７４． ３６％　　

源信和彦会員

北海道遠征日程

・７月２６日㈭　フェリー２０：３０集合　２２：００発

・７月２７日㈮　６：３０苫小牧着

　　富良野　麓郷の森観光（北の国からロケ地）全員

　　ゴルフ　オリカゴルフ倶楽部

　　観　光　富良野観光

　　ニュー富良野ホテル泊

・７月２８日㈯

　　ゴルフ　プリンスゴルフガーデン富良野ゴルフコース

　　観　光　朝日山動物園　富田ファーム（昼食）

　　苫小牧　１８：００〜せきはら（夕食）

　　２１：２５苫小牧発

・７月２９日㈰　４：４５八戸着
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  ゲストの紹介

３月　水と衛生月間

  出席報告

  会長要件

  幹事報告

  親睦委員会報告

  知床会
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地区ローターアクト委員長　
築舘智大様

　今日はローターアクトについてとい

うことでお話させて頂きます。八戸ＲＣ

はローターアクトクラブをお世話にしておりますが、八

戸にはそのクラブしかありませんので皆さん馴染みが

ないと思います。まず先に結論をお伝えします。

　ローターアクトクラブは１８歳から３０歳までの若者が

色んなプログラム、奉仕活動を行なっております。一番

楽しみなのは本人達の成長です。目の当たりに見るこ

とができるので楽しみです。次は、会社の社内教育プ

ログラムの一環として捉えております。現在、皆さんの

会社の採用現場は人手不足で深刻化してきていると

思います。社員を効率よく採用するために色んな方法

がありますが、例えば、賃金を上げる、福利厚生を充実

させる、会社のイメージアップ、そういったことが考えら

れると思いますけれども、その中の一つとして、会社の

中での社員教育、こういったプログラムがありますよと

アピールすることができるのではないかと思っていま

す。３番目、ロータリーの広報活動の一つとして。これ

はローターアクトの子供達は、両親を含め親族、友達、

会社の方など沢山の人達と「ローターアクトに入ってい

るの？」という話をすると思います。そうすると、ロータ

リーとは、ローターアクトとは、ロータリー精神とはとい

う話がでてくると思います。私達がロータリー精神を色

んな方に話をするよりも、ローターアクトの子達が若い

同年代の子達に話をする方が、広報、広めていくという

ことに関しては非常に効果があるのではないかと思っ

ております。この三つが私の考える結論です。

　ローターアクトクラブは、１８歳から３０歳までの青年

男女のクラブです。ロータリークラブが必ず提唱しま

す。大学を基盤にしているクラブもあります。２８３０地区

では青森大学の中に青森ロータリークラブが提唱する

青森ローターアクトクラブがあります。

　ローターアクトクラブの目的と目標。目的は、個々の

能力の開発、役立つ知識や技能を高め、それぞれ社会

的なニーズに取り組み奉仕活動をするということに

なっています。

　ローターアクトの目標。「１．専門技術及び指導能力

を開発すること」皆さん集まって、色んな職業、ロータリ

アンの卓話の機会もありますから、まずお勉強しましょ

う。「２．お互いを尊重しあいながら他人の意見を聞き、

道徳的な品位を保ちながら行動していきましょう。」「３．

社会全体及び国際的な問題を考えてみましょう」今色

んな問題が発生しています。なぜこのようなことが起

きたかも皆で考えてみましょう。「４．提唱クラブのロー

タリークラブとコミュニケーションをとりましょう」ロー

ターアクトクラブは提唱クラブと深い繋がりがないと自

立することが出来ませんので、ロータリアンとコミュニ

ケーションをとりながら一緒にやっていきましょう。「５．

ロータリーにおける将来の会員として若い人々の意欲

を喚起すること」３０歳未満ですのでそのあとロータリー

クラブに入りませんか、ということをいっています。

　ローターアクトの歴史。１９６０年代にまずインターアク

トクラブが最初にできました。これは高校生が対象で

１８歳までですからロータリーに入るにはまだ若いとい

うことで、ローターアクト構想が１９６８年に当時のＲＩ会

長から提唱され、１９６８年３月にアメリカに第１号ノー

スシャーロットローターアクトクラブができました。日

本は遅れること数ヶ月ですぐできました。６月に川越

ロータリークラブが提唱して現川越ローターアクトクラ

ブができました。

　規模は５０００クラブ以上ありまして、日本でも５００クラ

ブ以上、２８３０地区では、青森・弘前・五所川原・八戸で

４クラブ、今年の４月にむつに１クラブ。長嶺ガバ

ナー年度に作ろうという話がでまして、むつ・むつ中

央・大畑ＲＣ３クラブ合同で提唱して、４月のローター

アクト年次大会に認証式を行なう予定になっておりま

す。青森１０名、弘前９名、五所川原１８名、八戸８名で活

動しております。

　活動としては、年に２回地区内の会長幹事会、ＩＭ、

次年度の理事メンバーの研修であるＬＳＦ（リーダー

シップフォーラム）があります。ＬＳＦは２８３０地区で開催

した記録がありません。これからローターアクトをもりあ

げていって、地区でも行いたいと思います。

　クラブ内の活動。月２回の例会。委員会は、社会奉

仕委員会、国際奉仕委員会、クラブ奉仕委員会、専門

知識開発委員会、財務委員会等があります。社会奉仕

委員会、国際奉仕委員会、クラブ奉仕委員会はロータ

リークラブとほぼ同じです。専門知識開発委員会は、

ロータリーと一緒で異業種で集まっているので、色ん

な専門知識を高めらるのがメリットがあるのでこのよう

な委員会があります。

　地区の行事として、幹事会、会合に参加したり、ロー

タリークラブの地区大会参加、ライラの参加、今年の１

月一緒にインドでのポリオワクチン投与活動にも参加

しています。

　定款・細則もロータリーと同じくあります。一番問題

なのは「本ローターアクトクラブの成功と発展は、提唱

ロータリークラブによる積極的かつ直接的な参加にか

かっている」と定款にあります。ロータリークラブが提

唱しているのでローターアクトクラブのマークを使っ

て行動するので、私達のチェックが入り、報告があり、お

金の出入りがあります。

　新会員の選び方は「提唱ロータリークラブと協議の

上、決定する」と定款にあります。

　出席はローターアクトクラブの例会にロータリアン

が出席してもメーキャップになります。会社が終わった

後、７時か７時３０分頃から例会をやるので、ぜひロー

ターアクトの例会に出てみてください。

　最後に、本人の成長、社内の教育プログラムの一つ

として、ロータリーの広報活動の一つとして、有意

義なプログラムだと思いますので、ぜひご理解頂い

て、皆さんの会社の若い子たちにも入会して頂きた

いと思っています。

点鐘

  ローターアクトについて
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